
平成２０年度 滋賀県立高等学校入学者選抜に関するまとめ

○ 平成２０年度滋賀県立高等学校入学者選抜において、推薦選抜実施校は、定時制１校を含む３４校の
べ４０学科、特色選抜実施校は１５校のべ１９学科であった。
推薦選抜、特色選抜あわせて、６，２９９名が出願し、３，１３４名が入学許可予定者となった。

○ 一般選抜では、平成１５年度から、従来の志願登録制度を出願制度に改め、二次選抜を実施するとと
もに全日制課程と定時制課程を同一日程で実施している。学力検査においては、受検倍率１．１１倍で
あった。また、出願変更率は７．７％であった。

( )は前年度＜推薦選抜＞
１ 出願状況

募集枠２，０８０名に対して、出願者総数は、２，３６９名で、出願倍率は１．１４倍(１．０９倍）であった。
２ 受検状況および入学許可予定者

受検者総数２，３６８名に対し、入学許可予定者総数１，８８４名で、合格率は７９．６％(８４．７％）であった。

( )は前年度＜特色選抜＞
１ 出願状況

募集枠１，２５０名に対して、出願者総数は、３，９３０名であった。出願倍率は、３．１４倍(３．２４倍)であった。
２ 受検状況および入学許可予定者

受検者総数３，９１５名に対し、入学許可予定者総数１，２５０名で、合格率は３１．９％（３１．０％）であった。

( )は前年度＜一般選抜・学力検査＞
１ 出願状況

出願者数 ８，３４５名（８，３１３名） 確定出願者数 ８，２９７名（８，２４１名）
確定出願倍率
全日制１．１３倍（１．１１倍）定時制０．６９倍（０．６７倍）全・定あわせて１．１１倍（１．１０倍）

２ 出願変更状況
出願変更者数 ６４２名（うち辞退者４８名）
出願変更率 ７．７％（８．７％）

（１）学科別出願変更率では、工業学科が１４．０％と最も高かった （前年度は商業学科が１２．８％。
で最も高かった ）。

（２）学校出願を除く普通科の出願変更者数は、３４１名で、出願変更率は６．８％（８．６％）であっ
た。

３ 受検者数
受検者総数 ８，２５９名
受検倍率 １．１１倍(１．０９倍)

全日制８，０７５名 １．１２倍（１．１１倍） 定時制１８４名 ０．６６倍（０．６２倍）
４ 入学許可予定者
（１）学力検査による入学許可予定者数は、７，２９６名で、合格率８８．３％（８９．５％）
（２）入学許可予定者数が募集定員に満たなかった学校および科

１３校１４科 （１５校２１科）

＜二次選抜＞
１ 二次選抜募集校・科および募集定員

全日制９校９科 ５５名、定時制 ４校５科 １１５名、全・定あわせて 1３校１４科１７０名
２ 出願者数および出願倍率 １８８名（１．１１倍）
３ 受検者数および受検倍率 １７９名（１．０５倍）
４ 入学許可予定者数および合格率 １１６名（６４．８％）

( )は前年度＜入学許可予定者総数および実入学者数＞
入学許可予定者総数 １０，５４６名 実入学者数 １０，５３６名
定員充足率 ９９．４％（９９．０％）
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［全日制の課程および定時制の課程］

１ 募集定員、出願者数、入学許可予定者数等について

（１）推薦選抜、特色選抜の結果

表１は推薦選抜、特色選抜の出願者数、入学許可予定者数等を示したものである。

推薦選抜実施校は、定時制１校を含む３４校４０学科（普通科２０、専門学科１４、総合学科６）であっ

た。特色選抜実施校は、１５校１９学科（普通科１３、専門学科６）であった。選抜は、同一日の２月６日

に実施した。

推薦選抜出願者の中学校別内訳は、県内の中学校１０５校中１０１校（昨年度１０５校中９９校 、県外）

の中学校は３１校であった。出願者数は、普通科で９４３人（昨年度９３８人） 農業学科で２６３人、

（昨年度２２０人）、工業学科で１９３人（昨年度１５３人）、商業学科で３０３人（昨年度３３６人）、

家庭学科で１０６人（昨年度１１４人）、体育学科で５２人（昨年度４７人）、美術学科で５５人(昨年度

４７人 、国際学科で３５人（昨年度４０人 、総合学科で４１９人（昨年度３９３人）であった。この結） ）

果、出願者数合計は、２，３６９人（昨年度２，２８８人）となり、出願倍率（募集枠に対する出願者の割

合）は，推薦を実施した普通科では１．０９倍（昨年度１．０６倍）、専門学科では１．２３倍（昨年度１．１７倍）、

総合学科では１．０６倍（昨年度０．９９倍）となり、実施学科全体では１．１４倍（昨年度１．０９倍）

であった。この結果、１，８８４人が入学許可予定者となり、合格率は７９．６％（昨年度８４．７％）で

あった。

一方、特色選抜出願者の中学校別内訳は県内の中学校１０５校中１０３校（昨年度１０５校中１０３校）、

県外の中学校は１３校であった。出願者数は、普通科で３，３８８人（昨年度３，１４８人 、工業学科で）

４１０人（昨年度３９１人）、理数学科で６０人（昨年度７４人）、音楽学科で４２人（昨年度４４人）、

福祉学科で３０人（昨年度３３人）であった。この結果、出願者数合計は３，９３０人（昨年度３，６９０人）

となり、出願倍率は，特色選抜を実施した普通科では３．６１倍（昨年度３．８１倍）、専門学科では１．７４

倍（昨年度１．７４倍）となり、実施学科全体では３．１４倍（昨年度３．２４倍）であった。この結

果、１，２５０人が入学許可予定者となり、合格率は３１．９％（昨年度３１．０％）であった。

結果、推薦選抜、特色選抜合わせて３，１３４人が入学許可予定者となり、合格率は４９．９％（昨年度

５１．６％）であった。

表１ 推薦選抜、特色選抜出願者数・入学許可予定者数等

項目 募集定員 募集枠 出 願 者 受 検 者 出 願 倍 許可予定 合格率

学科 Ａ ％ 人数A' 数 Ｂ 数 Ｂ' 率 B/A' 者数 Ｃ C/B'(%)

普 通 科 3,520 15～30 868 943 943 1.09 765 81.1

農業 440 50 220 263 263 1.20 218 82.9

推 専 工業 440 30～50 196 193 193 0.98 152 78.8

薦 門 商業 480 50 240 303 303 1.26 229 75.6

選 学 家庭 160 35～40 60 106 106 1.77 60 56.6

抜 科 体育 40 75 30 52 52 1.73 30 57.7

美術 40 75 30 55 55 1.83 30 54.5

国際 80 50 40 35 35 0.88 31 88.6

小計 1,680 816 1,007 1,007 1.23 750 74.5

総合学科 1,080 30～40 396 419 418 1.06 369 88.3

合 計 6,280 2,080 2,369 2,368 1.14 1,884 79.6

普 通 科 3,440 20～30 938 3,388 3,375 3.61 938 27.8

特 専 工業 520 40～50 232 410 409 1.77 232 56.7

色 門 理数 80 50 40 60 59 1.50 40 67.8

選 学 音楽 40 50 20 42 42 2.10 20 47.6

抜 科 福祉 40 50 20 30 30 1.50 20 66.7

小計 680 312 542 540 1.74 312 57.8

合 計 4,120 1,250 3,930 3,915 3.14 1,250 31.9

総 合 計 10,400 3,330 6,299 6,283 1.89 3,134 49.9



（２）一般選抜の結果

３月５日に実施した一般選抜は、学力検査定員７，４６６人に対し、確定出願者数は８，２９７人であり、

確定出願倍率は１．１１倍であった。この結果、７，２９６人が入学許可予定者となり、合格率は８８．３％

であった。

３月１８日に実施した二次選抜は、二次選抜定員１７０人に対し、受検者数は１７９人であった。この結

果、１１６人が入学許可予定者となり、合格率は６４．８％であった。

表２ 一般選抜出願者数・入学許可予定者数等

平成２０年度 平成１９年度
年度

項目

Ａ ７，４６６ ７，５２５学 力 検 査 定 員

＊（ ７，５２６）

学 出 願 者 数 ８，３４５ ８，３１３

力 確 定 出 願 者 数 ８，２９７ ８，２４１

検 （倍 率） （1.11） （1.10）

査 受 検 者 数 Ｂ ８，２５９ ８，２０３

（倍 率） （1.11） （1.09）

不 合 格 者 数 ９６３ ８６３

入学許可予定者数 Ｃ ７，２９６ ７，３４０

合 格 率 Ｃ／Ｂ(%) ８８．３ ８９．５

１７０ １８６二 次 選 抜 定 員 Ａ－Ｃ

二 出 願 者 数 １８８ １６５

次 受 検 者 数 Ｄ １７９ １６０

選 （倍 率） （1.05） （0.86）

抜 不 合 格 者 数 ６３ ６４

入学許可予定者数 Ｅ １１６ ９６

合 格 率 Ｅ／Ｄ(%) ６４．８ ６０．０

合 計 ７，４１２ ７，４３６

＊平成19年度については推薦入学許可予定者で1名辞退があったため、（ ）に実数を表す。

（３）入学者選抜の結果

３月１２日に発表した県立高等学校全日制および定時制の課程の入学許可予定者数は１０，４３０人であ

り、その内、推薦選抜による者は１，８８４人、特色選抜による者は１，２５０人、一般選抜による入学許

可予定者数は７，２９６人であった。また、３月２１日に発表した二次選抜による入学許可予定者数は１１６

人であり、県立高等学校全日制および定時制の入学許可予定者を合わせて１０，５４６人となった。その

うち、全日制では募集定員１０，３２０人に対して入学許可予定者数１０，３１７人となった。

４月８日における県立高等学校全日制および定時制の課程の実入学者数は１０，５３６人で、募集定員の

９９．４％（昨年度９９．０％）となった。

表３ 入学許可予定者数等

年度 平成２０年度 平成１９年度

項目 全日制 定時制 合 計

※県内中学校卒業予定者数 １４，１１０ １３，９２１

募 集 定 員 Ａ １０，３２０ ２８０ １０，６００ １０，６００

１，９３７推薦選抜入学許可予定者数

１，８８２ ２ １，８８４ *(１，９３６)

特色選抜入学許可予定者数 １，２５０ １，２５０ １，１３８

一般選抜入学許可予定者数 ７，１３３ １６３ ７，２９６ ７，３４０

二次選抜入学許可予定者数 ５２ ６４ １１６ ９６

総 入学許可予定者総数 １０，３１７ ２２９ １０，５４６ １０，５１０

実 入 学 者 数 Ｂ １０，５３６ １０，４９９

計 定 員 充 足 率 Ｂ／Ａ(%) ９９．４ ９９．０

※県内中学校卒業者数は各年度１月１５日教育総務課調査による。

＊平成19年度については推薦入学許可予定者で1名辞退があったため、（ ）に実数を表す。

中高一貫教育に係る併設型高等学校の特例による入学許可予定者は除く。



２ 学科別の受検者数、入学許可予定者数等について

県立高等学校全日制および定時制の課程を合わせて学科別にみると表４のようになり、実入学者数が募

集定員を下回ったのは、普通科をはじめ農業学科、工業学科、商業学科、福祉学科の５学科（昨年度５学

科）であった。

表４ 学科別の受検者・入学許可予定者数等

普 通 農業 工 業 商業 家庭 理数 体育 音楽 美術 福祉 国際 総 合項 目 学 科

A 10,600 7,080 440 1,000 520 160 80 40 40 40 40 80 1,080募 集 定 員

2,080 868 220 196 240 60 30 30 40 396推 募集枠（人数）

B 2,368 943 263 193 303 106 52 55 35 418薦 受検者数

選 入学許可

C 1,884 765 218 152 229 60 30 30 31 369抜 予定者数

C/B 79.6 81.1 82.9 78.8 75.6 56.6 57.7 54.5 88.6 88.3合格率

1,250 938 232 40 20 20特 募集枠（人数）

D 3,915 3,375 409 59 42 30色 受検者数

選 入学許可

E 1,250 938 232 40 20 20抜 予定者数

E/D 31.9 27.8 56.7 67.8 47.6 66.7合格率

学力検査定員

A-(C+E) 7,466 5,377 222 616 291 100 40 10 20 10 20 49 711一 学

8,297 *4,951 289 611 289 124 ** ** 23 ** ** 57 806力 確定出願者数

F 8,259 *4,925 289 605 289 124 ** ** 23 ** ** 55 805般 検 受検者数

査 入学許可

G 7,296 5,313 222 534 268 100 40 10 20 10 19 49 711選 予定者数

G/F 88.3 *** 76.8 88.3 92.7 80.6 *** *** 87.0 *** *** 89.1 88.3合格率

抜 二次選抜定員

A-(C+E)-G 170 64 82 23 1二

188 108 71 9次 出願者数

H 179 103 67 9選 受検者数

抜 入学許可

I 116 54 53 9予定者数

I/H 64.8 52.4 79.1 100合格率

10,546 7,070 440 971 506 160 80 40 40 40 39 80 1,080入学許可予定者

J 10,536 7,064 439 968 506 160 80 40 40 40 39 80 1,080総 実入学者数

J- -64 -16 -1 -32 -14 0 0 0 0 0 -1 0 0計 過不足 Ａ
99.4 99.8 99.8 96.8 97.3 100 100 100 100 100 97.5 100 100定員充足率

99.0 99.7 99.8 94.4 96.0 100 100 100 100 100 100 100 99.9前年度定員充足率

* 学校出願の数を除いた数。

** 学校出願のため、普通科と専門学科を合わせて次の別表に示す。

**** 学校出願のため、学科ごとの合格率は算出できない。

別表 学校出願

普通 理数 普通 体育 普通 美術 普通 福祉項目 学科

A-(C+E) 420 40 256 10 120 10 112 20一 学 学力検査定員

561 292 158 136般 力 確定出願者数

D 560 291 158 135選 検 受検者数

E 420 40 256 10 120 10 112 19抜 査 入学許可予定者数



３ 学力検査における出願変更者数について

表５は、学科別の出願者数および出願変更者数等を示したものである。

出願者数８，３４５人に対し、出願変更者数は６４２人（昨年度７２１人 、出願変更率は７．７％（昨）

年度８．７％）となり、確定出願者数は８，２９７人であった。

各学科別の出願変更率は、工業学科の１４．０％が最も高く（昨年度の最高は商業学科が１２．８％ 、）

次に、農業学科の１２．０％であった。

表５ 学科別の出願変更者数 （昨年度）

項 学力検査 出 願 出願変更者数 B 出 願 確定出 出願 出願

学 目 定 員 者 数 (第１志望を 変更率 願者数 変更 変更

科 A 取り下げた数) B/A(%) C 者数 率(%)

* 普 通 4,469 4,985 341 6.8 4,951 440 8.6

農 業 222 299 36 12.0 289 14 6.4

工 業 616 593 83 14.0 611 31 6.4

商 業 291 288 21 7.3 289 43 12.8

家 庭 100 125 5 4.0 124 16 11.8

音 楽 20 23 0 0.0 23 0 0.0

国 際 49 41 1 2.4 57 2 4.5

総 合 711 798 49 6.1 806 54 7.1

学 普通・理数 460 586 45 7.7 561 61 10.2

校 普通・体育 266 300 26 8.7 292 24 8.3

出 普通・美術 130 162 18 11.1 158 25 16.6

願 普通・福祉 132 145 17 11.7 136 11 8.1

合 計 7,466 8,345 642 7.7 8,297 721 8.7

＊普通科は学校出願を除く

４ 学力検査における面接・作文・実技検査について

点数化する面接を実施した学校は全て全日制の課程で、愛知高等学校、北大津高等学校（国際文化科 、）

湖南農業高等学校、八日市南高等学校の４校のべ９科（昨年度は５校のべ１０科）であった。また、受検生

の関心・意欲をみるための点数化しない面接を実施した高等学校は、全日制の課程で、北大津高等学校（普

通科 、甲南高等学校、安曇川高等学校、信楽高等学校、石部高等学校の５校のべ８科（昨年度は４校のべ）

７科 、定時制の課程では、大津清陵高等学校の昼間部・夜間部であった。実技検査を実施した学校は、八）

幡工業高等学校、草津東高等学校（体育科 、栗東高等学校（美術科）の３校のべ７科（昨年度とおなじ））

であった。

なお、作文については実施校はなかった。



５ 学力検査について

（１）出題の方針等

各教科の学力検査問題は、平成１５年度入試から全日制と定時制の課程が同一日程での実施となっており、

本年度も同一問題で実施した。中学校学習指導要領に示された内容に基づき、単なる知識量をみるのではな

く、学校で学んだ知識を基礎に、表現力や判断力・思考力をみるための設問を多くするなど、工夫を凝らし

て問題の作成に当たった。

国語では、様々な種類の文章を素材にして、内容を的確に読み取る力、考えを明確に書き表す力、言語事

項に関する力をみることをねらいとした。

数学では、数量・図形などに関する基礎的な概念や原理・法則を理解しているかをみるとともに、事象を

数理的に考察する力や見通しをもって数学的に表現・処理する力をみることをねらいとした。

社会では、地理的事象や歴史的事象、社会的事象について、地図やグラフ、図表などの各種の資料を活用

して考察し、判断する力や適切に表現する力をみることをねらいとした。

理科では、身のまわりの事物・現象を調べる観察、実験を通して、自然のしくみやはたらきについて理解

できるかをみることをねらいとした。

英語では、初歩的な英語を聞くことや読むことを通して、話し手や書き手の意向を理解する力、自分の考

えを英語で表現する力などの、実践的コミュニケーション能力をみることをねらいとした。

（２）配点等

配点は、各検査教科１００点満点を標準とし、５教科で５００点満点とした。また、記述式の問題等では、

学校の状況に応じて部分点を与えるなど、採点に幅を持たせた。

学力検査実施教科の配点に比重をかける傾斜配点は、膳所高等学校理数科で数学と理科の配点を

１２０点（５教科合計で５４０点満点）、水口高等学校国際文化科で国語と英語の配点を１５０点満点

（５教科合計で６００点満点）とし、草津東高等学校体育科は国語、数学、英語の３教科のうち得点の高い

２教科を１５０点満点（５教科合計で６００点満点）とした。

また、八幡工業高等学校では、社会の検査に代えて実技検査を実施した。

（３）検査成績

総合得点については、傾斜配点や面接を実施した学校があり、学校ごとに満点値が異なるため、全体とし

てのまとめは行わなかった。

各検査教科ごとの受検者の平均点は国語５２．２点、数学３２．８点、社会４８．５点、理科４５．５点、

英語５０．３点であった。



［単位制 転・編入学、通信制の課程］

募集定員、出願者数、入学許可予定者数等について

単位制の課程の昼間部で実施した転・編入学については、４４人（昨年度３５人）の出願者があり、定員

４０人に対し１．１０倍（昨年度０．８８倍）の倍率となった。また、通信制の課程については、定員３２０人

のところ一次選抜では、２２６人の出願者（昨年度１９１人）に対して、２２５人（昨年度１９１人）が入

学許可予定者となった。また、二次選抜では、１０１人（昨年度６３人）が入学許可予定者となり、合計３２６

人（昨年度２５４人）が入学許可予定者となった。

表６ 募集定員，志願者数，入学許可予定者数等

一次選抜 二次選抜 合 計

項目 募集定員 出願者数 入学許可 率 辞 出願者数 入学許可 入学許可 募集定員

予定者数 退 予定者数 予定者数 との差

年度 者

Ａ Ｂ Ｃ C/A Ｄ Ｅ F=C-D+E F-A

転平

単 編 ４０ ４４ ４０ 1.00 ０ ４０ ０成

位 入20

制 通年

信 ３２０ ２２６ ２２５ 0.70 ０ １０１ １０１ ３２６ ＋６度

制

転平

単 編 ４０ ３５ ３５ 0.88 ０ ２ ２ ３７ －３成

位 入19

制 通年

信 ３２０ １９１ １９１ 0.60 ０ ６３ ６３ ２５４ －６６度

制



国 語

１ 出題方針

中学校学習指導要領（国語）に示された内容に基づき、国語を適切に表現し正確に理

解する基礎的な力をみるようにした。

また、様々な種類の文章を素材にして、内容を的確に読み取る力、考えを明確に書き

表す力、言語事項に関する力をみるようにした。

２ 問題に対する高等学校からの主な意見

問題全般については、「明快な主題を持つ文章で、受検生の率直な読解を導く良い出

題構成であった。」「茶道の本質を洗練された文体で描く名文であり、また古典的な要

素も含んでおり、課題文としては優れたものであった。」「設問の内容についても、ね

らいが明確であり、筆者の考えを読み取る力、表現する力等を問う問題がバランスよく

盛りこまれていた。」などの意見があった。

各問いについては、作文に関して「身近で書きやすいテーマであった。」「自分の提案

を相手に納得させる表現力をみるのに適した設問であった。」などとする意見があっ

た。

３ 解答の分析

一において、漢字の問いについては、「姿勢」の書きの正答率が低い以外は、おおむ

ね良好であった。指示語の内容を答える問いについては正答率が25.9％と低く、また、

文脈の中における語句の意味を答える問いの正答率も33.5％にとどまった。しかしなが

ら、適切な接続詞を選ぶ問いについては正答率が80.6％、文章全体の内容を読み取り答

えを選ぶ問いについても正答率が67.4％とおおむね良好であった。主題が明快で、体験

に基づいて読むことのできる文章については、その要旨をとらえる力が一定定着してい

ると言えるが、今後とも文章に親しむ態度の育成を一層すすめるとともに、文章の展開

に即して内容をとらえる力の育成など、国語を正確に理解する基礎的な力を身につけさ

せる必要がある。

二においては、漢字の問い以外のすべての問いの正答率が50.0％を下回っており、日

本の伝統文化に対する筆者の見解が読み取れていない受検生が多く、古典を理解する基

礎的な力、文章に表れている筆者のものの見方や考え方を的確に読み取る力のさらなる

育成が望まれる。特に、全体を注意深く読み、要旨をまとめる力を必要とする設問の正

答率が低いことから、筆者の考えを正しくとらえ、指示にしたがい字数内で要約する力

のさらなる育成が求められる。

三の作文では、自分の考えをまとめ、適切に表現する力を求めた。身近なテーマであ

るために提案は明確に書かれていたが、具体的な説明や提案の理由が十分に書けていな

い解答が多く、正答率も昨年度よりは良好であったものの26.7％と低かった。このこと

から、今後とも、具体的に、しかも簡潔に自分の考えをまとめ、相手に正しく伝わるよ

う適切に表現する力のさらなる育成が望まれる。

全体として、文章を正確に読み取り、書かれた内容を理解する力についてはおおむね

身についている。しかし、自分が理解した内容および自分が主張したい考えや思いなど

を、指示された条件にしたがって書き表す力や、制限された字数内にまとめて適切に書

き表す力についてはさらなる育成が望まれる。



国 語

問 題 区 分 正 答 率 （％） 問 題 区 分 正 答 率 （％）

① ６９．２ ① ８３．３

② ４９．５ ② ４０．６

１ ③ ８４．８ １ ③ ９７．４

④ ９０．１ ④ ７１．９

⑤ ９１．２ ⑤ ２３．５
二

一 ２ ６２．８ ２ ４０．９

３ ２５．９ ３ ２０．９

４ ３３．５ ４ ３８．１

５ ８０．６ ５ ７．１

６ ６６．０ ６ １．６

７ ６７．４ 三 ２６．７

年 度 平 均 点 標 準 偏 差

平20（100点満点） ５２．２ １６．２

国語得点分布
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数 学

１ 出題方針

中学校学習指導要領（数学）に示された内容に基づき、基礎的・基本的事項を踏まえな

がら、数学的な見方や考え方ができるかをみるようにした。

また、数量・図形などに関する基礎的な概念や原理・法則を理解しているかをみるとと

もに、事象を数理的に考察する力や見通しをもって数学的に表現・処理する力をみるよう

にした。

２ 問題に対する高等学校からの主な意見

問題全般については、「基本的な問題から数学的に考える力を問うような問題まで、幅

広く出題されており、全体的に見て適切な出題であった。」「日常生活に見られる事象を

数学的に考察し、授業で学習した内容を使って表現・処理できるかをみるのに適切な問題

といえる。」「文章の読解力を必要とする問題、論理的な思考力を問う問題などに取り組

ませるには、もう少し時間を要する。」などの意見が寄せられた。

大問１、２ については「平方根の計算、方程式の解、関数のグラフ等、基本的な内容

が万遍なく出題されており、受検生の基礎学力を確認できた。」「面積や線分の長さの変

化について、封筒の窓を利用した独特の問題はおもしろい。」「日常生活の中にある身近

な事物の変化をじっくりと観察し考えることができる。」などの意見があった。また、大

問３については、「図形の性質を論理的に考察させるのに適切な問題。」「平行四辺形の性

質や回転角から三角形の相似を見抜くなど、様々な要素を問える問題。」などの意見があっ

た。

３ 解答の分析

１の数や式の計算、２次方程式の解、比例・反比例、円錐の体積の基礎的・基本的な問

題については正答率が高く、よく理解できていた。正三角形状に並べた碁石の数について

考える問題は、具体的な条件のもとで見通しをもって連立方程式を立てて解く内容であっ

たが、正答率が低く、数学的に表現し処理する力を育成する必要がある。また、観覧車を

素材とした問題では、円周上に等間隔に並ぶ12個の点の位置関係をとらえて、垂線と

120°の角を作図したり、円周角の定理を利用して直角三角形となる確率を求めたりする

小問の正答率が低く、数学的な見方や考え方を用いて事象を数理的に考察する力を高める

ことが求められる。

２の窓のある封筒から色を塗り分けた画用紙を引き出したときの面積や線分の長さの変

化について考察する問題では、図形的な思考をもとにして、引き出した長さと直角三角形

の面積の関係を式に表したり、変化の様子を調べて数量関係を考察し、グラフに表現した

りする内容であったが、正答率は低かった。身近な事象について、与えられた条件を的確

にとらえ、数学の各領域の内容を関連づけ活用する力の育成が望まれる。

３の平行四辺形を回転させてできる平面図形についての問題では、具体的な条件のもと

で角の大きさを求めたり、線分の長さを文字を使って表したりする小問も含め、三角形の

相似の証明や、相似な図形の線分の比や三平方の定理などを組み合わせて三角形の面積を

求める小問においても正答率が低かった。図形の性質を直観的にとらえたり見通しをもっ

て論理的に思考し、根拠を明確にして推論の過程を表現する力の育成が求められる。

全体として、数や式の計算、方程式、関数、図形の計量等の基礎的・基本的な事項や概

念についてはおおむね理解できているといえる。今後は、基礎的・基本的な知識・技能を

活用して、事象を数学的に表現・処理し、数理的に考察することを通して問題を解決する

力を高めることが望まれる。



数 学

問 題 区 分 正 答 率 （ ％ ） 問 題 区 分 正 答 率 （ ％ ）

① ９ ６ ． １ (1) ６ ． ７

② ８ ６ ． ９ (2) ２ ． ４
(1) ２

③ ７ ５ ． ６ ① １ ． １
(3)

④ ７ ６ ． ５ ② ０ ． １

⑤ ７ ３ ． ６
１

(2) ５ １ ． ５ 問 題 区 分 正 答 率 （ ％ ）

(3) ５ ９ ． ２ (1) １ ６ ． ８

(4) ３ ８ ． ０ (2) ２ ． ６
３

(5) １ ０ ． ８ ① １ ９ ． ４
(3)

① １ ８ ． ３ ② ０ ． ６
(6)

② １ ８ ． ７

年 度 平 均 点 標 準 偏 差

平 20（ 100点 満 点 ） ３ ２ ． ８ １ ５ ． １
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社 会
１ 出題方針

中学校学習指導要領（社会）に示された内容に基づき、地理、歴史、公民の三分野

について、基礎的・基本的事項の理解をみるとともに、多面的・多角的な見方や考え

方ができるかをみるようにした。

また、地理的事象や歴史的事象、社会的事象について、地図やグラフ、図表などの

各種の資料を活用して考察し、判断する力や適切に表現する力をみるようにした。

２ 問題に対する高等学校からの主な意見

「基礎的・基本的理解とともに資料を活用して解釈、表現する力をみることができ

る問題であった。」「地理的分野においては社会生活に必要な地理的認識を問う基本的

な問題であり、雨温図や産額グラフなどのデータを用いて考察させる問題が多かっ

た。」「歴史分野の論述問題は、資料の読解力に加え、因果関係を正しく理解したうえ

でないと答えられない良問であった。」「公民分野では、多くの国民が関心を寄せる事

象や自分の生活の身近な事象に目を向けさせる問題が多くみられた。」「学習指導要領

で求められている力を試そうとする問題が多くみられ、地理、歴史、公民の三分野の

出題バランスも適切であった。」などの意見があった。

３ 解答の分析

１は、略地図や地形図をもとに、地図上の長さから実際の距離を求めることや、地

形の断面図、経度と時間などの基本的事項の理解をみるとともに、図表やグラフ、表

から日本や世界の食料生産のようすや特徴ある気候などについて、多面的・多角的に

考察して判断し、表現する力をみる問題であった。日本の食料生産や気候についての

問題では、正答率が60％以上であり、資料を読みとるための基礎的・基本的な力はおおむ

ね身についている。しかし、地形図から断面図を描く問題や排他的経済水域について

説明する問題では、正答率が10％台にとどまっており、今後は、地形図を読みとる

力や、資料から読みとれることを適切に表現する力を育てていく必要がある。

２は、表と略地図、資料をもとに、歴史の大きな流れと各時代の特色についての基

本的事項の理解をみるとともに、商工業のようすと社会の変化について多面的・多角

的に考察し、判断する力や適切に表現する力をみる問題であった。歴史の流れや時代

の特色、江戸時代の文化についての問題では正答率が50％以上であり、基礎的・基

本的な事項の理解はほぼできている。しかし、蒸気機関と記述する問題は、正答率が

10％台と低く、基本的な歴史用語を正確に記述する力を育てることが今後の課題で

ある。

３では、表、図、資料をもとに、国会、社会保障制度等についての基本的事項の理

解をみるとともに、国の歳入や歳出、租税について考察し、判断する力をみる問題で

あった。国会の種類や国の歳入や歳出についての資料を読みとる問題では60％を超え

る正答率であり、消費税を負担する者を問う問題の正答率も高かった。しかし、国会

のしくみや三権分立についての問題は正答率が低かったことから、今後さらに民主政

治のしくみを正しく理解し、適切に判断・表現する力を育てることが必要である。

全体的に、地理、歴史、公民の各分野における基礎的・基本的事項についてはおお

むね理解できている。しかしながら、今後は資料からさまざまな情報を適切に読みと

る力を育成するとともに、社会的事象について多面的・多角的に思考・判断して表現

する力を高めていく指導が望まれる。



社 会

問 題 区 分 正答率（％） 問 題 区 分 正答率（％）

（１） ３３．４ （１） ６４．７

（２） １６．５ （２） ７３．７
１ １

（３） ２９．７ （３） １６．８

（４） １４．４ （４） ２１．７
３

１ （１） ６２．６ （１） ７１．０

２ （２） ６７．６ ５５．４
２ （２）

（３） ４８．３ ８０．０

（１） ３５．３ （３） ２６．６
３
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２

（２） ５４．９
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３ （２） ３９．６
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理 科

１ 出題方針

中学校学習指導要領（理科）に示された内容に基づき、基礎的・基本的事項を踏まえながら、自

然の事物・現象について科学的な見方や考え方ができるかをみるようにした。

また、身のまわりの事物・現象を調べる観察、実験を通して、自然のしくみやはたらきについて

理解できるかをみるようにした。

２ 問題に対する高等学校からの主な意見

「身近な植物や身のまわりにあるものを使った観察、実験の結果から考察していく構成で、科学

的な思考力を問う工夫が見られた。」「観察、実験の理解度を段階的にはかることができるよう配

慮された問題であった。」「物理、化学、生物、地学の各分野からバランスよく出題されており、

各問とも図や表を組み合わせ、その解釈や自分の考えを表現する力を問うような工夫がなされてい

た。」などの意見があった。

３ 解答の分析

１では、植物が葉脈や根の形状の特徴によって分類できることや蒸散を行う器官、蒸散によって

根が水を吸収するはたらきがさかんになることなど、蒸散に関する基礎的な事項は理解度が高い。

しかしながら、蒸散によって植物から出ていく水の量を実験結果と関連づけて考察する問題では正

答率が低く、今後さらに実験や観察の結果を総合的に考察する力の育成が望まれる。

２では、観測記録から南中高度が求められることや、天球上の太陽の通り道が季節によって変化

することなど、天球上の太陽の動きについての基本的な事項を問う問題は正答率が高く、おおむね

理解できているといえる。しかしながら、太陽の日周運動が地球の自転による相対的運動であるこ

とを考察する問題や、観察結果を別の事象にあてはめて考察し、記述する問題は正答率が低く、今

後さらに自然を探究する力や結果を考察して表現する力を育成していくことが望まれる。

３では、二酸化炭素が水に溶けることやその水溶液が酸性を示すこと、酸とアルカリの中和によ

って塩が生じることなど、気体の性質や中和に関する基本的な事項を問う問題については正答率が

高い。このことから、気体の性質や中和における基礎的な事項を理解することは、おおむね達成で

きていると考えられる。一方、反応する物質の量を変えたときに、生成する物質の量がどのように

なるかを計算によって求めるなどの、化学反応における物質の量の関係を問う問題については正答

率が低く、今後は、実験結果を分析し活用していく力の育成が求められる。

４では、記録タイマーの記録から台車の速さの変化を考察することや、平均の速さを求めるこ

と、物体の運動エネルギーの基礎について観察、実験を通して理解することなど、物体の運動やエ

ネルギーに関する基本的な問題は正答率が高く、おおむね理解できているといえる。一方、運動エ

ネルギーと位置エネルギーが相互に変換されることや保存されることを、実験の結果から考察し記

述することや、図に表すなどの問題で正答率が低く、今後は実験結果について的確に表現する力を

育成することが求められる。

全体として、個々の基礎的・基本的な事柄や概念についてはおおむね理解できているといえる。

しかし、事象を科学的に考察し認識する力や、その考察や認識を的確に表現する力はやや弱いと考

えられる。今後も自然や日常の中に見られる事象に対して興味・関心をもち、基礎的な知識を基に

科学的に考察し、探究する力と態度の育成が求められる。



理 科

問 題 区 分 正答率(％) 問 題 区 分 正答率(％)

１ ７９．７ １ ２２．２

２ ５９．８ ２ ６８．２

１ ３ ４２．４ ３ ３ ６７．９

①の部分 ３１．９ ４ ８．２
４
②の部分 ２２．５ ５ １４．５

現象名 ５４．４ １ ７０．２
５

記 号 ７５．７ ２ ５８．２

１ ６５．２ ４ ３ ６８．３

２ ４．６ ４ ４．９

２ ３ ４３．６ ５ ２９．８

４ ５０．６

５ ４．０

年 度 平 均 点 標 準 偏 差

平20 (100点満点） ４５．５ １７．６
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英 語

１ 出題方針

中学校学習指導要領（外国語）に示された内容に基づき、英語を理解し、英語で表

現する基礎的な力をみるようにした。

また、初歩的な英語を聞くことや読むことを通して、話し手や書き手の意向を理解

する力、自分の考えを英語で表現する力などの実践的コミュニケーション能力をみる

ようにした。

２ 問題に対する高等学校からの主な意見

「日常的な場面の中で、実践的コミュニケーション能力を試す適切な題材と設問で

あった。」「自分で発信できる英語能力を試されていてよかった。」「コミュニケー

ション能力だけでなく、総合的な英語力を測る問題がバランス良く出題されてい

た。」「的確な文脈理解のうえで日本語や英語で答えさせる良問が多かった。」など

の意見があった。

３ 解答の分析

１の聞きとり問題では、絵を見て答えを選ぶ問題の正答率や、初歩的な会話の流れ

や内容を聞き取る問題の正答率が高く、中学校の授業で英語を「聞く・話す」活動に

積極的に取り組ませている成果が現れている。しかし、前後の流れから内容を理解し

たり、相談に対する適切なアドバイスを英語で表現する問題では正答率が低かった。

日頃から、相手が何を伝えようとしているのかを注意しながら聞くことや、多様な応

答に慣れ親しむ指導を一層充実させることが望まれる。

２は、「日本の文化や慣習」についての手紙文を素材にした問題である。空所に適

切な語を補ったり、話がどのように展開していくのか、大まかな流れや大切な部分を

とらえて的確に読み取る力を問う問題の正答率に比べて、自分の考えを英語で適切に

表現する問題の正答率は低かった。身近にある様々な話題について書かれた英文の内

容を正確に読み取らせ、書き手の意向を理解して英語で適切に応じる機会を与えた

り、実際に英語で手紙を書かせるなどの、コミュニケーション活動を重視した指導が

求められる。

３は、生徒と先生の会話を題材に、英語の理解力や表現力などを総合的にみる問題

である。日常会話における適切な応答表現を選択肢から選ぶ問題や、会話の流れを把

握しているかどうかをみる問題では、50～70％程度の正答率であったが、語句を正し

く並べかえる問題や、文脈に沿って内容を正確に把握して英問英答したり、場面や状

況に応じて英語で適切に表現する力をみる問題の正答率は低かった。まとまった内容

の物語や説明文で、中心となる事柄など大切な部分をとらえて的確に読み取らせる指

導や、与えられた内容について、自分なりの感想や意見を読み手に正しく伝える活動

を日常の言語活動において取り入れることが必要である。

全体的には、初歩的な英語を聞いて話し手の意向を理解する力や、英文を読んで大

まかな流れをつかむ力は定着している。実践的コミュニケーション能力の基礎を養う

観点から、自然な口調で話された英語を聞かせ、メモをとらせたあとに感想や意見な

どを書かせたり、書かれた内容を黙読し、その意味内容にふさわしく音声化させる音

読練習などを取り入れることが大切である。

また、日々の活動においては、場面や状況に合った表現方法を身につけさせたうえ

で、表現しようとすることを個々の生徒が自ら考え、ふさわしい表現ができるよう配

慮することが必要である。



英 語

問 題 区 分 正答率(％) 問 題 区 分 正答率(％)

１ ７７．２ ① ６５．９
１

《その１》 ２ ８２．５ ④ ４３．６

３ ５７．６ ２ ５１．４

１ ７６．５ ３ ３９．３

２ ４８．６ ４ ５６．５
《その２》

３ ３６．５ ３ ５ ３２．０
１

４ ４９．６ ６ ３３．３

(1) ８６．９ (1) ５４．０
７

(2) ７８．９ (2) １０．８
《その３》

(3) ２５．６ ８ ５６．８

(4) ６１．４ ９ ７０．６

《その４》 １８．５

１ ４７．５

２ １９．１

３ ４５．２
２

４ ２１．７

５ ４８．０ 年 度 平 均 点 標 準 偏 差

６ ３２．５ 平20（100点満点） ５０．３ ２４．６
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